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は
じ
め
に

　

近
代
日
本
初
の
本
格
的
な
再
話
集

─
と
言
え
ば
、
何
を
お
い
て
も

ま
ず
、
巌
谷
小
波
『
日
本
昔
噺
』（
博
文
館
、
一
八
九
四
年
七
月
〜
九
六

年
八
月
）
の
名
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。「
桃
太
郎
」「
猿
蟹
合
戦
」「
花
咲
爺
」

他
、
全
二
四
編
か
ら
な
る
本
叢
書
は
、
日
本
の
民
話
・
神
話
・
史
伝
等
を

集
成
し
た
巨
編
で
あ
り
、
そ
の
出
典
は
、
古
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書

記
』
か
ら
中
世
・
近
世
の
『
今
昔
物
語
集
』『
平
家
物
語
』『
宇
治
拾
遺
物

語
』『
沙
石
集
』『
御
伽
草
子
』
へ
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。

　

発
売
直
後
か
ら
大
変
評
判
が
よ
く
、
幾
多
の
重
版
を
重
ね
た
本
叢
書

は
１
、
明
治
の
児
童
文
学
史
上
、
有
数
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
台
湾

国
語
学
校
・
ベ
ル
リ
ン
大
学
附
属
東
洋
語
学
校
・
ロ
シ
ア
東
洋
学
院
と

い
っ
た
海
外
の
教
育
機
関
で
も
、
日
本
語
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
本
叢
書
は
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
外
で
も
流
通
す
る
越0

境
す
る
書
物

0

0

0

0

0

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
叢
書
の
成
功
は
、
そ
れ
ま
で
小
説
を
主
軸
に
据
え
て
い
た
小
波
が
、

児
童
文
学
へ
軸
足
を
移
す
一
大
転
機
と
な
っ
た
。
昔
話
の
蒐
集
と
再
話
は
、

以
後
、
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
、『
日
本
お
伽
噺
』
全
二
四
編
（
博

文
館
、
一
八
九
六
〜
九
九
年
）、『
世
界
お
伽
噺
』
全
一
〇
〇
編
（
同
、
一

八
九
九
〜
一
九
〇
八
年
）
の
編
纂
や
、『
東
洋
口
碑
大
全
』（
同
、
一
九
一

三
年
一
月
）、『
大
語
園
』
全
一
〇
巻
（
平
凡
社
、
一
九
三
五
年
四
月
〜
三

六
年
六
月
）
の
大
成
へ
と
向
か
う
。
つ
ま
り
『
日
本
昔
噺
』
は
、
近
代

明
治
日
本
の
正
義
と
江
戸
的
機
知�

�

─
巌
谷
小
波
『
日
本
昔
噺
』
論

増
井　

真
琴
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（
児
童
）
文
学
史
、
小
波
個
人
史
の
両
面
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置
を
占

め
る
著
作
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
叢
書
に
関
し
て
は
、
現
状
必
ず
し
も
十
分
な
研
究

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
無
論
、
本
書
に
関
す
る
書
誌
学
的

な
調
査
は
先
達
の
仕
事
に
よ
っ
て
十
分
進
ん
で
い
る
し
２
、
そ
の
文
体
の

特
徴
３

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
４

を
探
っ
た
り
、
先
行
す
る
英
文
ち
り
め

ん
本
と
の
比
較
５

を
行
っ
た
貴
重
な
論
考
も
あ
る
。
た
だ
、
各
論
は

あ
っ
て
も
、
総
論
は
不
十
分
と
い
う
べ
き
か

─
本
書
の
物
語
内
容
、

文
体
・
挿
絵
の
特
色
を
、
人
間
・
小
波
と
の
相
関
に
お
い
て
、
包
括
的
に

捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、『
日
本
昔
噺
』
が
刊
行
さ
れ
た
日
清
戦
争

期
の
小
波
の
事
績
・
文
業
を
概
括
し
た
上
で
（
一
節
）、『
日
本
昔
噺
』
の

諸
編
に
内
在
す
る
物
語
の
規
範
を
、
大
き
く
三
点
抽
出
し
た
い
（
二
節
）。

次
に
、
本
書
の
表
現
上
の
特
色
と
言
う
べ
き
、
文
章
・
挿
絵
の
遊
戯
を
、

大
き
く
三
点
確
認
し
た
い
（
三
節
）。
さ
ら
に
、
各
編
の
巻
頭
に
掲
げ
ら

れ
た
序
文
と
歌
謡
の
文
体
・
内
容
的
な
特
徴
や
、
そ
れ
が
同
書
の
売
り
上

げ
拡
大
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
（
四
節
）。

　

要
は
、『
日
本
昔
噺
』
と
い
う
書
物
の
特
質
を
、
文
人
・
巌
谷
小
波
の

思
想
や
教
養
、
あ
る
い
は
時
の
時
代
状
況
に
即
し
て
、
包
括
的
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
、
本
論
の
課
題
と
な
る
。

一
、
日
清
戦
争
下
の
小
波

─
様
々
な
る
文
業

　
『
日
本
昔
噺
』
の
第
一
編
「
桃
太
郎
」
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
九
四
年
七

月
、
日
本
は
、
明
治
維
新
以
降
初
の
対
外
戦
争
で
あ
る
日
清
戦
争
を
開
戦

し
た
。『
日
本
昔
噺
』
全
二
四
編
の
刊
行
時
期
（
一
八
九
四
年
七
月
〜
九

六
年
八
月
）
と
日
清
戦
争
の
期
間
（
一
八
九
四
年
七
月
〜
九
五
年
四
月
）

は
、
お
お
む
ね
重
複
し
て
い
る
（
表
１
）。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
こ
の
激

動
の
時
期
、
巌
谷
小
波
が
如
何
な
る
詩
文
を
紡
い
で
い
た
の
か
、
明
ら
か

に
し
た
い
。

　

こ
の
時
期
の
小
波
を
一
言
で
言
い
表
す
な
ら
ば
、
早
熟
の
才
子

0

0

0

0

0

と
い
う

形
容
が
相
応
し
い
だ
ろ
う
。「
桃
太
郎
」
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
九
四
年
の

時
点
で
、
小
波
は
弱
冠
二
四
歳
（
満
年
齢
）
の
若
者
に
過
ぎ
な
い
が
、
既

に
京
都
・
日
出
新
聞
社
の
文
芸
主
任
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
。『
日
本

昔
噺
』
叢
書
の
評
判
が
高
ま
る
と
、
博
文
館
副
館
主
・
大
橋
新
太
郎
の
引

き
抜
き
に
あ
い
、
博
文
館
へ
転
職
。
同
社
が
新
し
く
発
刊
す
る
子
ど
も
向

け
雑
誌
『
少
年
世
界
』（
一
八
九
五
年
一
月
〜
）
の
主
筆
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
尾
崎
紅
葉
・
石
橋
思
案
・
江
見
水
蔭
・
川
上
眉
山
ら
が
集
う
硯
友

社
の
一
員
と
し
て
も
活
躍
し
、
文
壇
を
賑
わ
せ
た
。「
硯
友
社
の
一
俊
才

に
巌
谷
漣
氏
あ
り
」（『
明
治
文
学
史
』
博
文
館
、
一
八
九
四
年
一
〇
月
、

一
三
三
頁
）
と
は
、
大
和
田
建
樹
の
弁
だ
。
小
波
の
文
名
は
広
く
世
に
轟

い
て
い
た
の
で
あ
る
６
。
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表 1　『日本昔噺』の書誌細目

本編 付録 序文 歌謡 挿絵・
表紙絵 初版

1 桃太郎 坪内逍遥 大和田建樹 富岡永洗 1894 年   7 月 11 日

2 玉の井 尾崎紅葉 佐々木信綱 小林永興 1894 年   8 月   5 日

3 猿蟹合戦 野口寧斎 戸川残花 菅原丹陵 1894 年   9 月   4 日

4 松山鏡 十二月の苺 饗庭篁村 落合直文 武内桂舟 1894 年 10 月 24 日

5 花咲爺 森田思軒 湯浅吉郎 水野年方 1894 年 12 月 10 日

6 大江山 奴凧の幽霊 川上眉山 中邨秋香 歌川国松 1895 年   1 月 28 日

7 舌切雀 初午の太鼓 依田学海 福田美静 三島蕉窓 1895 年   2 月 20 日

8 俵藤太 紙雛と高砂 幸田露伴 鳥居忱 藤島華仙 1895 年   3 月 23 日

9 かちかち山 燕と鯉幟 幸堂得知 本居豊穎 寺崎広業 1895 年   5 月 11 日

10 瘤取り 蠅と団扇 落合為誠 物集高見 山田敬中 1895 年   6 月 14 日

11 物臭太郎 月と雲 石橋思案 黒川真頼 梶田半古 1895 年   7 月 25 日

12 文福茶釜 狂言　魔法弟子 志賀重昂 小中村清矩 鈴木華邨 1895 年   8 月 12 日

13 八頭の大蛇 鳶ほりよ、りよ 巌本善治 飯田武郷 尾形月耕 1895 年   9 月 10 日

14 兎と鰐 大和玉椎 宮崎三昧 小杉榲邨 高橋松亭 1895 年 10 月 11 日

15 羅生門 駄法螺 遅塚麗水 小中村義象 筒井年峯 1895 年 11 月 18 日

16 猿と海月 高橋五郎 奥好義 久保田金僊 1895 年 12 月 15 日

17 安達ケ原 新物臭太郎 徳富蘇峰 諏訪忠元 小堀鞆音 ※1896年  1月15日

18 浦島太郎 鶯と風の神 江見水蔭 物集高見 永峯秀湖 ※1896年  2月25日

19 一寸法師 虎の児 三宅雪嶺 水野鈔子 小林清親 ※1996年  3月15日

20 金太郎 不思議の画筆 元良勇次郎 大田原千秋子 右田年英 1896 年   4 月 23 日

21 雲雀山 雪娘と烏娘 福地桜痴 建部綾子 中村玉桂 1896 年   6 月   2 日

22 猫の草紙 人魚 中川霞城 川島宗端 浅井忠 1896 年   6 月 20 日

23 牛若丸 力の鍵 柳井絅斎 清岡覚子 橋本周延 1896 年   7 月 13 日

24 鼠の嫁入 小めくら 杉浦重剛 水原翠香 河端玉章 1896 年   8 月 20 日

※�本表は、上田信道「巌谷小波「日本昔噺」叢書の書誌的研究」（『学大国文』2002 年 3
月）等を基に作成した。初版欄の※印は、初版が不明なもので、重版を示す。

※�序文・歌謡の執筆者欄は、「春のや主人」等、別号が用いられている場合も多いが、
本表では便宜上、広く一般に知られている名前を記した。

※挿絵・表紙絵の絵師名は、いずれも本編の担当者である。
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た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
る
べ
き
は
、
こ
の
時
期
の
小
波
の
文
業
が
、

必
ず
し
も
小
説
や
お
伽
噺

─
散
文
の
物

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン語

─
に
限
っ
た
も
の
で
は

な
い
点
で
あ
る
。
当
時
、
小
波
は
、
漣
・
漣
山
人
・
小
波
山
人
・
小
波
情

仙
・
大
江
小
波
・
こ
ひ
し
川
・
恋
川
生
・
楽
天
居
小
波
と
い
っ
た
様
々
な

雅
号
を
用
い
て
、
俳
句
・
俳
文
・
俳
諧
連
歌
・
和
歌
・
狂
歌
・
漢
詩
・
随

筆
・
評
論
等
、
様
々
な
形
式
の
詩
文
を
著
し
て
い
た
。
ま
た
、
韻
文
を
愛

す
る
同
好
の
士
と
瞳ど

う

々ど
う

会か
い

（
一
八
九
四
年
一
月
）、
秋
声
会
（
九
五
年
一

〇
月
）、
木
曜
会
（
九
六
年
三
月
）
と
い
っ
た
結
社
を
立
ち
上
げ
、
句
会

（
運
座
）
や
吟
行
を
定
期
開
催
し
て
い
た
。
小
波
は
、
小
説
家
・
お
伽
噺

作
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
俳
人
で
あ
り
、
歌
人
で
あ
り
、
漢
詩
人
で
あ
り
、

随
筆
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
清
戦
争
下
の
小
波
の
詩
文
で
、
ま
ず
注
目
す
る
べ
き
な
の
は
、
戦
時

下
、
に
わ
か
に
高
揚
す
る
、
小
波
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
当
時
、

彼
が
作
っ
た
二
篇
の
漢
詩
（
七
言
絶
句
）
を
見
て
み
よ
う
７
。

態
来
二
平
壌
一
路
頭
迷　

わ
ざ
わ
ざ
平
壌
に
来
た
り
て　

路
頭
に
迷
う

敗
北
清
兵
泣
嚼
レ
臍　

敗
北
の
清
兵　

泣
い
て
臍ほ

ぞ

を
嚼か

む

遮
莫
日
東
神
武
国　

遮
る
莫な

か

れ　

日
東
神
武
の
国

威
張
洋
北
又
洋
西　

威
張
る　

洋
北
又
洋
西

漣
「
平
壌
勝
聞
」（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
四
年
八
月
二
四
日
）

咄
彼
醜
夷
煩
二
聖
皇
一　

あ
あ
彼か

の
醜
夷　

聖
皇
を
煩
わ
す

如
今
大
君
向
二
山
陽
一　

如
今
大
君　

山
陽
に
向
か
う

期
看
迷
霧
頑
雲
散　

期
し
て
看
る　

迷
霧
頑
雲
の
散
る
を

赫
々
光
淹
旭
日
章　

赫
々
た
る
光
淹と

ど

ま
る　

旭
日
章

小
波
山
人
「
大
君
親
征
」

（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
四
年
九
月
二
一
日
）

　

一
読
し
て
お
お
よ
そ
わ
か
る
通
り
、「
平
壌
勝
聞
」
は
、
日
本
軍
の
朝

鮮
出
兵
を
題
材
に
し
た
も
の
、「
大
君
親
征
」
は
、
大
本
営
の
広
島
移
転

に
伴
う
、
明
治
天
皇
の
広
島
入
り
を
題
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
。「
敗
北

の
清
兵
」

「
日
東
神
武
の
国
」、「
醜
夷
」

「
聖
皇
」
と
い
う
対
比

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敵
国
を
貶
め
、
自
国
の
偉
大
を
顕
示
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
８
。

　

小
波
は
、
明
治
三
筆
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
書
家
で
、
貴
族
院
議
員

の
巌
谷
一
六
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
都
会
の
お
坊
ち
ゃ
ん
で
あ
り
、

必
ず
し
も
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
は
な
い
が
、
一
八
七
〇
（
明
治

三
）
年
生
ま
れ
の
明
治
人
ら
し
い
憂
国
の
念
や
師
・
杉
浦
重
剛
仕
込
み
の

堅
固
な
愛
国
心
は
有
し
て
い
た
。
彼
は
、
そ
れ
な
り
の
思
想
的
強
度
を

持
っ
た
愛
国
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
波
の
愛
国
心
は
彼
の
日
記
に
も
現
れ
て
い
る
。
元
来
、
小
波
の
日
記

は
、
身
辺
の
諸
事
に
関
す
る
事
実
の
列
挙
が
主
で
、
社
会
的
事
件
に
関
す
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ち
う
に
あ
り
て
泣
く
草
鞋
く
ひ
」
と
い
う
狂
歌
に
対
し
て
は
、「
ま
こ
と

に
面
白
き
狂
歌
と
い
ふ
べ
し
。
府
中
を
釜
中
に
通
は
せ
、
豆
を
壮ま

健め

に
読

ま
せ
て
、
七
歩
の
詩
を
一
首
の
狂
歌
に
籠
め
た
る
は
よ
し
。
か
ヽ
る
を
こ

そ
当
意
即
妙
と
云
は
ん
か
」
と
絶
賛
し
て
い
た
。「
ま
め
」（
豆
／
壮
健
）

と
「
ふ
ち
う
」（
府
中
／
釜
中
）
に
込
め
ら
れ
た
言
葉
遊
び
（
掛
詞
）
を

面
白
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
随
筆
は
そ
も
そ
も
、
恋
川
生
と
い
う
雅
号
を
使
っ
て
書
か

れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
「
恋
川
」
と
い
う
姓
自
体
、
江
戸
中
期
の
戯
作
者

で
あ
る
恋
川
春
町
の
名
を
も
じ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
他
、
小
波
は
、

江
戸
後
期
の
戯
作
者
・
為
永
春
水
が
著
し
た
人
情
本
『
春
色
梅う

め

児ご

誉よ

美み

』

（
一
八
三
二
・
三
三
年
）
か
ら
題
を
拝
借
し
た
と
思
わ
れ
る
、『
春
色
二
本

柳
』（
桃
華
堂
、
一
八
九
六
年
一
月
）
と
い
う
小
説
集
を
、
同
時
期
に
刊

行
し
た
り
も
し
て
い
た
。
パ
ロ
デ
ィ
ー
、
あ
る
い
は
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ

る
12
。

　

小
波
は
幼
少
期
、
曲
亭
馬
琴
の
読
本
や
滝

り
ゅ
う

亭て
い

鯉り

丈じ
ょ
う『

花
暦
八
笑
人
』

（
一
八
二
〇
〜
四
九
年
）、
梅ば

い

亭て
い

金き
ん

鵞が

『
七
偏
人
』（
一
八
五
七
〜
六
三
年
）

等
の
滑
稽
本
・
浄
瑠
璃
本
を
読
み
耽
っ
た
り
、
父
・
一
六
の
書
生
た
ち
と

落
語
や
講
談
を
聞
き
に
出
か
け
て
い
た
由
、
自
伝
『
我
が
五
十
年
』（
東

亜
堂
、
一
九
二
〇
年
五
月
、
二
八
・
八
〇
頁
）
で
回
顧
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
読
書
体
験
・
寄
席
体
験
は
、
小
波
の
教
養
と
し
て
血
肉
化
し
て

い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
日
記
に
は
、「
本
日

我
軍
平
壌
を
略
取
す
」（
一
八
九
四
年
九
月
一
五
日
）、「
本
日
海
軍
黄
海

に
戦
ふ　

大
勝
利
」（
同
九
月
一
七
日
）、「
夜
旅
順
口
陥
落
の
報
あ
り
」

（
同
一
一
月
二
四
日
）
な
ど
と
、
戦
争
関
連
の
出
来
事
が
特
記
さ
れ
て
い

る
９
。
ま
た
翌
年
、
下
関
条
約
が
調
印
さ
れ
、
明
治
天
皇
が
広
島
か
ら
還

幸
し
た
日
に
は
、「
午
前
一
時
霞
ヶ
関
に
出
で
大
元
帥
陛
下
御
凱
旋
を
奉

迎
す
」（
一
八
九
五
年
五
月
三
〇
日
）
と
の
記
載
が
あ
る
10
。
多
く
の
日

本
国
民
と
同
様
、
小
波
も
ま
た
、
前
線
の
戦
い
を
注
視
し
、
講
和
後
は
、

そ
の
勝
利
を
言
祝
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
右
記
の
テ
キ
ス
ト
に
流
露
す
る
日
清
戦
争
下
の
小
波
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、『
日
本
昔
噺
』
の
諸
編
に
も
基
調
と
し
て
息
づ
い
て

い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。

　

さ
て
、
当
時
の
小
波
の
詩
文
を
読
ん
で
も
う
ひ
と
つ
気
付
く
の
は
、
彼

の
江
戸
文
芸
に
対
す
る
愛
好
の
念
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
教
養
の
豊
か

さ
で
あ
る
。
こ
の
教
養
は
、
断
じ
て
通
り
一
遍
の
も
の
で
は
な
い
。
俳

句
・
俳
文
・
俳
諧
連
歌
等
、
そ
の
識
見
が
窺
え
る
テ
キ
ス
ト
は
数
多
く
残

さ
れ
て
い
る
が
11
、
こ
こ
で
は
、「
合
切
袋
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
一
八
九

五
年
一
月
）
と
い
う
題
の
随
筆
を
紹
介
し
た
い
。

　

こ
の
随
筆
で
、
小
波
は
、
太
田
南な

ん

畝ぽ

・
石
川
雅ま

さ

望も
ち

・
鹿し

か

津つ

部べ
の

真ま

顔が
お

・
烏う

亭て
い

焉え
ん

馬ば

・
朱あ

け

楽ら

菅か
ん

江こ
う

ら
、
江
戸
期
の
狂
歌
師
の
作
品
を
、
縦
横
無
尽
に
寸

評
し
て
い
る
。
石
川
が
物
し
た
「
君
も
ま
め
我
等
も
ま
め
は
豆
な
が
ら
ふ
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そ
し
て
従
来
、
必
ず
し
も
分
析
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
か
か
る

江
戸
文
芸
・
演
芸
の
教
養
は
、『
日
本
昔
噺
』
の
文
体
・
挿
絵
に
も
、
少

な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
。
江
戸
文
芸
・
演
芸
が
重
ん
じ
る
即
興
の
洒
落

や
機
知
、
言
わ
ば
、
笑
い
の
精
神

0

0

0

0

0

は
、『
日
本
昔
噺
』
の
諸
編
に
も
発
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
三
節
で
論
じ
た
い
。

　

か
く
て
、
日
清
戦
争
期
の
巌
谷
小
波
は
、「
文
壇
の
少
年
屋
」
と
し
て
、

口
語
（
言
文
一
致
）
の
小
説
・
お
伽
噺
を
数
多
く
著
す
一
方
、
俳
句
・
俳

文
・
狂
歌
・
漢
詩
・
随
筆
等
、
多
数
の
韻
文
・
文
語
文
を
残
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
、
日
清
戦
争
下
、
高
揚
す
る
小
波

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
江
戸
文
芸
に
関
す
る
豊
潤
な
学
識
が
認
め
ら
れ

る
。
彼
は
国
家
の
危
難
を
憂
う
ひ
と
り
の
明
治
人
で
あ
り
、
近
代
─
前
近

代
の
知
を
往
還
す
る
教
養
豊
か
な
文
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
物
語
の
規
範

─
勧
善
懲
悪
・
立
身
出
世
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　

そ
れ
で
は
、
愛
国
の
念
お
よ
び
江
戸
的
教
養
が
す
こ
ぶ
る
豊
か
な
上
流

階
級
の
明
治
人
が
著
し
た
、
こ
の
『
日
本
昔
噺
』
と
い
う
物
語
群
は
、
一

体
如
何
な
る
創
作
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
冒
頭
述
べ
た
通
り
、
再
話
の

下
敷
き
と
な
っ
た
古
典
は
、
古
代
か
ら
中
世
・
近
世
に
至
る
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
が
、
物
語
の
内
容
的
特
質
に
関
し
て
、
あ
る
種
の
類
型
化
は
可
能

で
あ
る
。
本
節
で
は
、
各
物
語
に
貫
流
す
る
規
範
を
大
き
く
三
点
抽
出
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
の
持
つ
思
想
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

第
一
の
規
範
は
勧
善
懲
悪
で
あ
る
。『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
善
は
栄
え
、

悪
は
滅
び
る
と
い
う
単
純
明
快
な
原
理
が
存
在
す
る
。「
猿
蟹
合
戦
」
の

蟹
と
猿
、「
花
咲
爺
」
の
爺
と
隣
家
の
爺
、「
大
江
山
」
の
源
頼
光
と
酒し
ゅ

吞て
ん

童ど
う

子じ

、「
舌
切
雀
」
の
爺
と
婆
、「
か
ち
〳
〵
山
」
の
兎
と
狸
等
、
本
叢
書

の
登
場
人
物
は
、
正
邪
の
色
分
け
が
お
お
む
ね
明
快
で
あ
り
、
悪
玉
は
善

玉
（
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
者
）
に
よ
っ
て
打
倒
・
粉
砕
さ
れ
る
の
を
常
と

す
る
。
善
と
悪
の
二
項
対
立
は
、
本
叢
書
の
物
語
を
駆
動
す
る
、
有
力
な

ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
多
く
の
場
合
、
悪
の
打
倒
は
、
情
け
容
赦
の
な
い
肉
体
的
な
暴

力
を
伴
う
。
例
え
ば
、「
猿
蟹
合
戦
」
で
、
謀
略
を
使
っ
て
父
蟹
を
惨
殺

し
た
猿
は
、
蟹
グ
ル
ー
プ
の
石
臼
・
焼
栗
・
大
蜂
の
襲
撃
を
受
け
、
最
後

は
子
蟹
に
よ
っ
て
「
首
を
チ
ョ
キ
リ
！
」
と
切
り
落
と
さ
れ
る
。「
花
咲

爺
」
で
、
花
咲
爺
の
愛
犬
を
鍬
で
叩
き
殺
し
た
隣
家
の
強
欲
爺
は
、
結
局
、

「
武
士
に
取
て
抑
へ
ら
れ
、
高
手
小
手
に
縛
り
上
げ
ら
れ
て
、
其
儘
牢
屋

の
中
へ
打ぶ

ち
こ込
ま
れ
て
し
ま
」
う
。「
か
ち
〳
〵
山
」
で
、
婆
さ
ん
を
「
婆

ば
ば
あ

汁じ
る

」
に
し
、
爺
さ
ん
に
喰
わ
せ
た
古
狸
は
、
爺
さ
ん
に
同
情
し
た
白
兎
に

よ
っ
て
、
櫂
で
撲
殺
さ
れ
る
。

　

小
波
は
、
悪
玉
を
徹
底
し
て
悪
く
造
形
し
た
後
、
そ
の
ヒ
ー
ル
が
私
刑

的
な
ゲ
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
ぶ
ち
の
め
さ
れ
る
姿
を
、
繰
り
返
し
描
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
勧
善
懲
悪
は
、
典
拠
と
な
っ
た
古
典
に
も
と
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も
と
内
包
さ
れ
て
い
る
要
素
だ
が
、
小
波
が
こ
れ
を
積
極
的
に
踏
襲
・
強

調
し
て
い
る
点
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
同
じ
再
話
で
も
、
太
宰
治
の

『
お
伽
草
紙
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
）
と
は
、
大
分
勧
懲
の

度
合
い
が
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
暴
力
を
伴
う
悪
の
懲
罰
が
読
者
に
与
え
る
の
は
、
溜
飲
が

0

0

0

下
が
る

0

0

0

と
い
う
感
覚
、
言
わ
ば
、
痛
快
さ
だ
。
小
波
の
お
伽
噺
に
内
在
す

る
善
悪
の
二
項
対
立
的
枠
組
み
は
、
彼
の
創
作
の
前
近
代
的
・
非
芸
術
的

要
素
と
し
て
、
と
も
す
れ
ば
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ

れ
こ
そ
が
小
波
お
伽
の
娯
楽
性
・
大
衆
性
の
源
で
あ
っ
た
事
実
は
見
過
ご

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
13
。
や
は
り
、
勧
懲
は
胸
が
す
く

0

0

0

0

の
で
あ
る
。

小
川
未
明
・『
赤
い
鳥
』
以
降
の
芸
術
系
児
童
文
学
が
失
っ
て
し
ま
っ
た

正
義
の
ゲ
バ
ル
ト
の
愉
楽
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。
小
波
は
、
こ
の
勧
懲
図

式
（
信
賞
必
罰
）
の
徹
底
を
通
し
て
、
明
治
の
子
ど
も
た
ち
に
悪
を
憎
む

心
を
教
え
て
い
た
。

　

第
二
の
規
範
は
立
身
出
世
で
あ
る
。『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
作
中
の
登

場
人
物
（
基
本
的
に
男
性
）
が
、
本
人
の
努
力
や
周
囲
の
引
き
立
て
に

よ
っ
て
、
富
を
得
た
り
、
功
成
り
名
遂
げ
る
、
階
級
上
昇
の
原
理
が
存
在

す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
か
つ
て
鋭
い
分
析
を
加
え
た
の
が
久
米
依
子

で
あ
る
。
久
米
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
上
昇
傾
向
は
、「
桃
太
郎
」「
花
咲

爺
」「
大
江
山
」「
か
ち
〳
〵
山
」「
物
臭
太
郎
」「
兎
と
鰐
」「
一
寸
法
師
」

「
金
太
郎
」「
雲
雀
山
」「
牛
若
丸
」
の
計
一
〇
編
に
存
在
し
、
こ
れ
ら
の

作
品
で
は
、
勤
勉
や
才
能
の
価
値
が
、
出
世
を
成
し
遂
げ
る
要
因
と
し
て
、

元
の
原
典
以
上
に
強
調
さ
れ
て
い
る

─
逆
に
運
や
偶
然
の
要
素
は
捨

象
さ
れ
が
ち
に
な
る

─
と
い
う
14
。
頷
け
る
指
摘
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、「
物
臭
太
郎
」
と
「
一
寸
法
師
」
の
二
編
に
、
こ
の
規
範

は
強
く
露
呈
し
て
い
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。「
物
臭
太
郎
」
は
、
怠
け

者
の
乞
食
が
、
本
人
の
改
心
と
殿
様
の
邸
宅
で
の
精
勤
に
よ
っ
て
、
天
皇

か
ら
中
将
の
位
と
信
濃
・
甲
斐
の
二
ヵ
国
の
領
地
を
授
か
る
話
。「
一
寸

法
師
」
は
、「
お
前
の
や
う
な
不か

た
わ
も
の

具
者
は
、
見
共
無
く
ツ
て
家
に
置
い
と

け
な
い
か
ら
、
気
の
毒
だ
が
、
今
日
か
ら
何
処
へ
で
も
勝
手
に
出
て
行
て

く
れ
！
」
と
実
家
を
追
放
さ
れ
た
小
男
が
、
拾
わ
れ
た
貴
族
邸
で
の
働
き

振
り
を
認
め
ら
れ
、
天
皇
か
ら
少
将
の
位
と
下
賜
品
を
授
か
る
話
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
恵
ま
れ
な
い
境
遇
に
い
る
主
人
公
が
、
自
身
の
才
覚
と
有
力

者
の
援
助
に
よ
っ
て
頭
角
を
現
し
、
最
後
は
「
天
子
様
」
に
恩
賞
を
賜
る

立
身
出
世
譚
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
成
り
上
が
り
の
成
功
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
い
ま
だ
発
展
途
上

に
あ
っ
た
明
治
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
、
社
会
的
地
位
上
昇
へ
の
夢
を
与

え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
の
必
要
性
を
も
訓
示
し

て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
久
米
は
、
幕
藩
体
制
下
の
身
分
制
の
束
縛
か

ら
解
放
さ
れ
た
近
代
日
本
に
お
い
て
、
立
身
出
世
は
「
国
民
の
共
通
目

標
」
で
あ
り
、
小
波
の
『
日
本
昔
噺
』
は
「
そ
の
理
念
を
青
少
年
に
教
示

す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を
担
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
明
治
初
期
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の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
ス
マ
イ
ル
ズ
（
中
村
正
直
訳
）『
西
国
立
志
編
』

（
一
八
七
一
年
七
月
）
や
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
一
八
七
二
年
二

月
）
が
説
い
た
、
自
助
努
力
を
通
じ
た
栄
達
の
実
現
を
、
小
波
も
ま
た
、

お
伽
噺
を
通
し
て
奨
励
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
規
範
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
皇

室
の
安
寧
と
国
家
の
発
展
を
祈
念
す
る
、
忠
君
愛
国
の
原
理
が
存
在
す
る
。

筆
者
は
一
節
で
、
漢
詩
や
日
記
に
流
露
す
る
日
清
戦
争
下
の
小
波
の
愛
国

心
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
思
念
は
、『
日
本
昔
噺
』
の
諸
編
に
も

基
調
と
し
て
流
入
し
て
い
た
。「
日
清
・
日
露
戦
争
と
い
う
時
局
の
中
で

は
、
好
戦
的
お
と
ぎ
話
さ
え
も
書
き
ま
く
っ
た
小
波
」
と
い
う
菅
忠
道
の

指
摘
は
、
そ
の
意
味
で
、
極
め
て
正
し
い
15
。

　

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
作
中
、
も
っ
と

も
顕
著
な
の
は
「
桃
太
郎
」
の
描
写
で
あ
る
。
本
書
の
桃
太
郎
は
、「
我わ

が

皇お
お

神か
み

の
皇み

お
し
え化

に
従
は
」
な
い
悪
鬼
を
駆
逐
す
る
た
め
に
起
ち
上
が
っ
た

「
天
つ
神
の
御お

ん

使つ
か
い、
大
日
本
の
桃
太
郎
将
軍
」
で
あ
り
、
要
は
、
天
皇
の

名
の
下
に
他
国
へ
攻
め
入
る
青
年
軍
人
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
の

目
的
は
、
鬼
退
治
を
通
し
て
、「
皇み

国く
に

の
安や

す
き寧
を
計
る
」
こ
と
に
あ
り
、

実
際
、「
吾
こ
そ
は
此
度
皇
国
の
為
め
に
、
鬼
が
嶋
を
征
伐
に
参
る
、
桃

太
郎
と
申
す
者
だ
。
邪
魔
立
て
致
さ
ば
用
捨
は
な
い
」
と
啖
呵
を
切
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
小
波
の
桃
太
郎
は
、
皇
室
や
国
家
の
た
め
に
戦
へ
赴
く

忠
臣
・
義
臣
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

別
言
す
れ
ば
、
彼
の
桃
太
郎
は
、
忠
君
愛
国
を
国
是
と
す
る
明
治
天
皇

制
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
幾
分
過
剰
な
ま
で
に
背
負
わ
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と
も
言
え
よ
う
16
。「
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壤
無
窮

ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
の
文
言
で
有
名
な
「
教
育
勅
語
」
が
発
布
さ
れ

た
の
は
、「
桃
太
郎
」
発
刊
の
約
七
年
前
、
一
八
九
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
本
作
に
は
濃
密
な
時
代
精
神
の
反
映
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
か
か
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
発
露
は
、「
桃
太
郎
」
に
固
有
の

現
象
で
は
な
い
。「
尊
の
御
代
は
弥
〻
栄
え
て
、
天
下
太
平
、
国
土
安

穏
！　

め
で
た
し
〳
〵
」
で
幕
を
閉
じ
る
「
玉
の
井
」
や
、
作
中
人
物
の

鷹
が
、「
か
う
い
ふ
時
こ
そ
皇
国
の
為
め
に
、
鳥
相
応
の
御
用
を
達
し
て
、

御
恩
の
万
分
一
を
報
じ
た
い
も
の
だ
」
と
息
巻
く
、
付
録
の
「
鳶
ほ
り
よ
、

り
よ
」
な
ど
に
も
、
皇
室
や
国
家
の
繁
栄
を
こ
い
ね
が
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
精
神
は
露
見
し
て
い
る
17
。
小
波
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、

『
日
本
昔
噺
』
の
通
奏
低
音
と
し
て
、
執
拗
に
鳴
り
響
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
傾
向
は
、
彼
が
主
筆
を
務
め
た
雑
誌
『
少
年
世
界
』
の

誌
面
作
り
に
お
い
て
も
、
顕
著
で
あ
っ
た
18
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
愛
国
と
文
学
の
結
合
は
、
時
の
時
代
精
神
の

み
な
ら
ず
、
小
波
の
文
学
観
に
も
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
彼
は
、
家
業
の
医

学
や
獨
逸
学
協
会
学
校
で
の
法
律
・
経
済
の
勉
強
を
捨
て
、
作
家
と
し
て

立
つ
決
心
を
し
た
若
き
日
に
、
父
・
一
六
と
兄
・
立
太
郎
か
ら
、「
文
学

を
修
め
る
も
可
い
、
小
説
を
作
る
も
可
い
。
然
し
所
謂
る
戯
作
者
流
の
、
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不
生
産
的
の
者
に
な
る
な
。
何
事
で
も
之
を
業
と
す
る
上
は
国
家
の
為

め
、
社
会
の
為
め
、
必
ず
裨
益
す
る
所
あ
ら
ね
ば
成
ら
ぬ
ぞ
」（『
我
が

五
十
年
』
東
亜
堂
、
一
九
二
〇
年
五
月
、
三
六
〇
頁
）
と
の
厳
命
を
受

け
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
訓
戒
を
受
け
入
れ
、
後
に
「
永
く
肝
に
銘

ず
べ
き
、
慈
父
厳
兄
の
教
誡
で
あ
る
」
と
総
括
し
て
い
た
。
小
波
に
は
、

国
家
の
た
め
に
筆
を
執
る
と
い
う
文
章
報
国
の
姿
勢
が
、
一
定
程
度
存

在
す
る
の
で
あ
る
19
。

　

以
上
見
て
き
た
通
り
、『
日
本
昔
噺
』
の
諸
編
に
は
、
勧
善
懲
悪
・
立

身
出
世
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
三
つ
の
要
素
が
、
物
語
を
統
制
す
る

規
範
と
し
て
内
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
本
書
に
は
、
悪
に
怒
り
、
自
己
研

鑽
を
積
ん
で
出
世
し
、
天
皇
と
国
家
を
敬
愛
す
る
作
中
人
物
（
主
と
し
て

男
性
）
が
、
繰
り
返
し
登
場
す
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
右
記
の
三
つ
の
規

範
は
そ
の
ま
ま
、
明
治
の
近
代
日
本
が
国
民
に
求
め
た
規
範
・
道
義
心
で

あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
愛
国
者
・
小
波
は
、
こ
の
国
民
道
徳
を
、
昔

話
の
再
話
を
通
し
て
、
児
童
に
宣
布
し
、
も
っ
て
、
国
家
有
為
の
人
材
を

作
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　

巌
谷
小
波
の
『
日
本
昔
噺
』
叢
書
に
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
が
服
す

る
べ
き
、
明
治
日
本
の
正
義

0

0

0

0

0

0

0

が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
文
章
・
挿
絵
の
遊
戯

─
洒
落
・
講
談
調
・
擬
人
画

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
政
治
的
な
作
品
解
釈
は
、
実
の
と
こ

ろ
、
物
事
の
半
面
に
過
ぎ
な
い
。『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
明
治
の
近
代
日

本
が
推
奨
す
る
心
的
態
度

─
勧
善
懲
悪
・
立
身
出
世
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム

─
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
基
底
に
は
、
か
か
る
国
民
道

徳
の
宣
布
を
通
し
て
国
家
有
為
の
人
材
を
作
り
た
い
と
い
う
巌
谷
小
波
自

身
の
愛
国
心
が
あ
っ
た
と
見
る
筆
者
の
読
み
は
、
特
段
誤
っ
て
は
い
な
い

と
思
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
本
叢
書
の
性
質
を
説
明
尽
く
し
た
と
は
言
い
切

れ
な
い
。
本
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
国
民
国
家
批
判
」
的
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
分
析
だ
け
で
は
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
面
白
さ

0

0

0

が
存
在
す
る

か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
の
面
白
さ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
文
章
・
挿
絵
の
遊
戯
で
あ
る
。

筆
者
は
一
節
で
、
日
清
戦
争
下
、
石
川
雅ま

さ

望も
ち

・
太
田
南な

ん

畝ぽ

・
鹿し

か

津つ

部べ
の

真ま

顔が
お

ら
の
狂
歌
に
興
じ
る
、
小
波
の
江
戸
的
教
養
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
小
波
の
笑
い
の
セ
ン
ス
は
、
本
叢
書
を
滑
稽
味

の
溢
れ
る
、
極
め
て
楽
し
い
書
物
に
し
て
い
た
。
本
書
の
魅
力
の
源
泉
の

ひ
と
つ
は
、
間
違
い
な
く
、
こ
の
笑
い
の
セ
ン
ス

0

0

0

0

0

0

に
こ
そ
あ
る
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
読
者
に
笑
い
、
あ
る
い
は
快
感
を
も
た
ら
す
小
波
の
画
文
の

特
徴
を
、
大
き
く
三
点
確
認
し
た
い
。

　

第
一
の
特
徴
は
洒
落
で
あ
る
。『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
読
者
を
笑
い
に
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誘
う
、
様
々
な
言
葉
遊
び
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
遊
び
が
、

も
っ
と
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
作
中
の
登
場
人
物
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
玉
の
井
」
の
場
合
、
主
人
公
・
山
幸
彦
（
彦ひ

こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

火
々
出
見
尊
）

は
、
無
く
し
物
の
釣
り
針
を
探
し
に
海
底
の
龍
宮
に
降
り
立
つ
の
だ
が
、

龍
宮
の
主
で
あ
る
龍
神
の
部
下
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
遊
び
心
の
溢
れ
る
名

前
を
付
さ
れ
て
い
る
。

御
召
に
依
て
集
ま
り
ま
し
た
る
、
龍
神
配
下
の
魚
類
共
。

章た
こ
の
に
ゅ
う
ど
う

魚
入
道
、
烏い

か

の

し

ん

ぼ

ぢ

賊
新
発
意
、
目め

ば
る
の
は
ん
が
ん

張
判
官
、
松か

つ
お
と
さ
の
じ
ょ
う

魚
土
佐
掾
、

河ふ
ぐ
の
だ
ん
じ
ょ
う

豚
弾
正
、
牛こ

ち
の
し
ょ
う
じ

尾
魚
庄
司
を
初
め
と
し
て
、
鱧は

も

の
左
衛
門
海く

ら
げ
ぼ
う

月
坊
、

海
老
の
兵
衛
、
比ひ

ら
め
の
す
け

目
魚
助
の
面
〻
、
思
ひ
〳
〵
の
扮
装
を
な
し
、

鰭
を
正
し
て
居
並
び
ま
し
た
。（
中
略
）
見
れ
ば
鯛
の
大
膳
は
日
頃

の
赤
ら
顔
に
似
ず
、
色
青
ざ
め
て
元
気
も
無
く
、
大
き
な
目
も
半

眼
に
閉
ぢ
て
、
恐
れ
入
つ
て
扣ひ

か

へ
て
居
り
ま
す
。

　

一
読
し
て
わ
か
る
通
り
、
右
記
の
登
場
人
物
た
ち
の
名
は
、
魚
を
人
間

に
擬
し
た
駄
洒
落
に
よ
っ
て
、
成
り
立
っ
て
い
る
。
タ
コ
・
イ
カ
・
メ
バ

ル
・
カ
ツ
オ
・
フ
グ
・
ヒ
ラ
メ
・
タ
イ
等
の
魚
介
類
が
、「
松
魚
土
佐
掾
」

「
河
豚
弾
正
」「
鯛
の
大
膳
」
と
い
っ
た
大
仰
な
官
職
名
・
僧
侶
名
を
名

乗
っ
て
い
る
こ
と
が
、
馬
鹿
馬
鹿
し
く
、
か
つ
面
白
い
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
趣
向
は
他
の
諸
編
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
猿
と
海
月
」

に
登
場
す
る
、
赤
井
鯛
右
衛
門
・
疣い

ぼ
さ
か
た
こ
あ
ん

坂
章
魚
庵
・
海く

ら
げ
の
ほ
ね
な
い

月
骨
内
は
、
そ
れ
ぞ

れ
タ
イ
・
タ
コ
・
ク
ラ
ゲ
に
人
名
を
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
身
体

上
の
特
色
（
赤
い
鱗
・
足
の
吸
盤
・
骨
の
欠
如
）
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
花
咲
爺
」
に
は
、
殿
様
の
家
来
と

し
て
、
六む

樫か
し

花は
な

四し

郎ろ
う

と
い
う
武
士
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
「
昔
話
」
に

「
六
樫
花
四
」
を
当
て
た
駄
洒
落
で
あ
る
。「
鼠
の
嫁
入
」
の
お
忠
・
忠

助
・
忠
兵
衛
の
「
忠

ち
ゅ
う

」
は
鼠
の
鳴
き
声
。
本
書
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
小
波

の
洒
落
が
頻
出
し
て
い
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
講
談
調
で
あ
る
。
講
談
と
は
、
講
談
師
が
張
り
扇
で
釈

台
を
叩
き
な
が
ら
、
軍
談
・
仇
討
・
世
話
物
等
を
語
る
、
江
戸
期
に
発
祥

し
た
寄
席
の
演
芸
で
あ
る
が
、『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
か
か
る
講
談
の
話

法
に
類
似
し
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
語
り
口
が
存
在
す
る
20
。

　

例
え
ば
、「
瘤
取
り
」
の
一
節
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
は
、
雨
宿
り
を

終
え
た
お
爺
さ
ん
が
、
鬼
の
集
団
と
遭
遇
し
た
際
の
描
写
で
あ
る
。

其
処
で
老
爺
さ
ん
は
、
初
て
生
還
つ
た
心

こ
こ
ろ
も
ち地
。『
や
れ
嬉
し
や
、
雨

も
霽あ

が

つ
た
や
う
だ
。
今
の
中
に
出
か
け
や
う
か
』
と
独

ひ
と
り

語ご
と

を
云
ひ

な
が
ら
、
空う

洞ろ

を
出
や
う
と
し
ま
す
と
、
何
者
と
も
し
れ
ず
空
洞

の
外
で
、
大
勢
の
足
音
が
仕
ま
す
か
ら
、『
さ
て
は
他
の
樵き

こ
り夫

達
も
、

み
ん
な
山
を
下
り
る
と
見
え
る
。
連
が
あ
れ
ば
心
丈
夫
だ
、
ド
レ
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声
を
か
け
て
一
所
に
行
か
う
』
と
ヒ
ヨ
ツ
コ
リ
首
を
出
し
て
見
ま

す
と
、
や
ア
驚
い
た
の
驚
か
な
い
の
！　

樵
夫
達
と
思
ひ
の
外
、

三
ツ
目
、
鰐
口
、
一
本
角
。
熊く

ま

鷹た
か

眼ま
な
こに
花は

な

鳶と
ん
び。
赤
い
者
に
は
熊
の

皮
、
青
い
者
に
は
虎
の
皮
。
松た

い
ま
つ火

に
金
棒
つ
き
た
て
た
、
さ
も
恐

し
い
鬼
や
妖
怪
が
、
同
勢
凡
そ
百
人
ば
か
り
、
ゾ
ロ
〳
〵
と
や
つ

て
来
ま
し
た
。

　

傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
本
文
章
は
、
体
言
止
め
や
感
嘆
符
、
あ
る
い

は
七
五
調
・
七
七
調
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
咄

は
な
し

家か

が
寄
席
で
語
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
、
テ
ン
ポ
の
よ
い
音
律
を
生
ん
で
い
る
。
言
文
一
致

の
著
述

─
す
な
わ
ち
、
近
代
文
学

─
と
し
て
は
不
完
全
で
あ
る
が
、

読
み
心
地
・
聞
き
心
地
は
よ
い
。
本
書
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
明
治
期
の
読

者
に
は
お
馴
染
み
で
あ
っ
た
、
大
衆
演
芸
の
リ
ズ
ム
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
、
本
書
の
執
筆
者
欄
は
、「
大
江
小
波
述
」「
東
屋
西
丸
記
」

の
名
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
前
者
が
口
で
語
っ
た
昔
話
を
、
後
者
が
筆
で

書
き
写
し
た
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
は
ど
ち
ら
も
小
波
な
の

で
あ
る
が
、
あ
え
て
、
語
り
手
と
書
き
手
が
別
人
で
あ
る
風
を
装
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
小
波
の
語
り
的
な
文
体
に
対
す
る
積
極
的
な
意
識
が
見
て

取
れ
よ
う
。

　

第
三
の
特
徴
は
擬
人
画
で
あ
る
。『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
作
中
の
人
間

な
ら
ざ
る
も
の

─
動
物
（
魚
介
類
・
昆
虫
を
含
む
）・
植
物
・
無
生
物

─
を
人
間
に
擬
し
た
挿
絵
・
表
紙
絵
が
、
多
数
登
場
す
る
。
こ
の
擬

人
画
（
表
紙
の
み
多
色
刷
り
）
は
、
独
特
な
ユ
ー
モ
ア
を
備
え
て
お
り
、

滑
稽
極
ま
り
な
い
。

　

例
え
ば
、「
桃
太
郎
」
の
犬
・
猿
・
雉
は
、
鎧
兜
を
身
に
ま
と
い
、
帯

刀
し
た
、
戦
国
武
士
の
よ
う
な
出
で
立
ち
を
し
て
い
る
（
図
１
・
２
）。

無
論
、
人
間
と
化
し
て
い
る
か
ら
、
直
立
二
足
歩
行
で
あ
る
。
ま
た
、

「
猿
蟹
合
戦
」
の
猿
・
蟹
・
石
臼
・
焼
栗
・
大
蜂
も
、
同
じ
く
、
侍
の
よ

う
な
装
い
を
し
て
い
る
（
図
３
・
４
）。
彼
ら
は
、
刀
・
槍
・
鉄
砲
・
棍

棒
で
武
装
し
た
武
士
な
の
で
あ
る
。
石
臼
に
至
っ
て
は
、
無
生
物
で
あ
り

な
が
ら
、
煙
草
盆
の
前
で
胡あ

ぐ
ら坐

を
か
き
、
紫
煙
を
燻
ら
し
た
り
も
し
て
い

る
（
図
５
）。
こ
の
他
、「
舌
切
雀
」「
か
ち
〳
〵
山
」「
猿
と
海
月
」
と

い
っ
た
諸
作
品
に
お
い
て
も
、
作
中
の
禽
獣
や
魚
介
類
が
、
町
人
・
百

姓
・
武
家
風
の
和
装
を
し
て
い
る
姿
が
確
認
で
き
る
（
図
６
・
７
・
８
）。

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
扮
装
と
い
う
他
な
い
。

　

表
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
絵
を
実
際
に
描
い
て
い
た
の
は
、

挿
絵
を
担
当
し
た
挿
絵
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
小
林
清
親
・
歌
川
国
松
・

富
岡
永
洗
等
、
そ
の
顔
触
れ
は
豪
華
で
あ
り
、
腕
前
は
折
り
紙
付
き
で
あ

る
。
た
だ
し
、
小
波
の
日
記
に
は
、「
午
前
大
橋
へ　

日
本
昔
噺
第
一
編

口
画
送
る
」（
一
八
九
四
年
五
月
一
七
日
）、「
午
前
昔
噺
三
四
編
下
画
送

ル
」（
同
六
月
三
日
）
と
の
記
載
が
あ
る
か
ら
21
、
挿
絵
の
内
容
に
関
し

て
、
彼
が
一
定
の
指
示
を
出
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
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図 1　戦国武士のような装いをした桃太郎
一行（第 1 編「桃太郎」表紙。多色刷り）。

図 2　直立二足歩行の犬・猿・雉。成敗した鬼と宝物を携え、鬼ヶ島から凱旋している
（第 1 編「桃太郎」挿絵）。

本
書
の
挿
絵
・
表
紙
絵
は
、
小
波
と
一
流
絵
師
た
ち
の
共コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

同
作
業
に
よ
っ

て
、
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

挿
絵
は
『
日
本
昔
噺
』
と
い
う
巨
編
を
構
成
す
る
重
要
な
一
要
素
で
あ

る
。
藤
本
芳
則
は
、
従
来
の
小
波
お
伽
噺
研
究
が
文
字
中
心
で
あ
る
点
を

問
題
視
し
た
上
で
、「
文
章
と
共
に
挿
絵
が
作
品
の
読
解
や
面
白
さ
の
一

部
を
担
っ
て
い
た
の
が
小
波
お
伽
噺
で
あ
り
、
小
波
お
伽
噺
の
考
察
に
は
、

挿
絵
も
視
野
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る

が
22
、
こ
れ
は
傾
聴
す
べ
き
指
摘
で
あ
ろ
う
。
小
波
の
諧
謔
趣
味
は
、
文

章
の
み
な
ら
ず
、
挿
絵
と
い
う
非
言
語
表
現
の
場
に
お
い
て
も
発
現
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
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図 4　右から擬人化された蜂・猿・石臼・栗。各人、槍や鉄砲等で武装している（第 3
編「猿蟹合戦」挿絵）。

図 3　真剣で対峙する猿と蟹（第 3 編「猿蟹
合戦」表紙。多色刷り）。
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図 6　着物に身を包んだ雀。食事と踊りでお爺さんをもてなしている（第 7 編「舌切雀」
挿絵）。

図 5　煙管で一服する石臼。無生物ながら、目・眉・耳・鼻・口が書き込まれている
（第 3 編「猿蟹合戦」挿絵）。
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図 7　百姓風のなりをした兎と狸。兎が狸の背負った柴に火を付けている（第 9 編「か
ちかち山」挿絵）。

図 8　和装した龍王と魚たち。失敗をしでかした海月を棒で袋叩きにしている（第 16 編
「猿と海月」挿絵）。
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あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
諧
謔
趣
味
は
、
本
再
話
集
に
お
い

て
も
、
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
『
日
本
昔
噺
』
に
は
、
明
治
日
本
の
正
義

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
、
江
戸
的
機
知

0

0

0

0

0

と
い
う
ユ
ー
モ
ア
が
、
硬
軟
織
り
交
ざ
る
か
た
ち

で
混
在
し
、
両
者
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
。
作
中
の
画
文
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
巌
谷
小
波
の
笑
い
の
セ
ン
ス
は
、
本
叢
書
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
性
・
教
訓
臭
を
中
和
す
る
と
と
も
に
、
同
書
を
滑
稽
味
の
溢
れ
る
、

楽
し
い
書
物
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
読
者
に
受
け
た
の
で
あ
る
。

四
、�

博
文
館
の
広
報
戦
略�

 

─
書
物
を
権
威
化
す
る
文
学
者
・
知
識
人

　

た
だ
し
、『
日
本
昔
噺
』
叢
書
の
爆
発
的
な
売
り
上
げ
は
、
以
上
見
て

き
た
よ
う
な
作
品
の
質
の
み
に
起
因
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
編
の
巻
頭

に
掲
げ
れ
た
、
著
名
人
に
よ
る
序
文
と
歌
謡
も
、
同
書
の
売
り
上
げ
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
巌
谷
小
波
自
身
の
文
章
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
序
文
と
歌
謡
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
が
24
、『
日
本
昔
噺
』
と
い
う
書
物
を

総
体
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
欠
か
せ
な
い
分
析
対
象
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
本
節
で
は
、
序
文
と
歌
謡
の
文
体
・
内
容
的
な
特
徴
や
、
そ
れ
が
同

書
の
販
路
拡
大
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

か
く
し
て
、『
日
本
昔
噺
』
叢
書
に
は
、
前
節
で
論
じ
た
物
語
の
規
範

─
勧
善
懲
悪
・
立
身
出
世
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

─
と
並
ん
で
、
読

者
に
笑
い
や
快
感
を
も
た
ら
す
文
章
・
挿
絵
の
遊
戯

─
洒
落
・
講
談

調
・
擬
人
画

─
が
、
内
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

遊
戯
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
学
知
こ
そ
、
一
節
で
見
た
小
波
の
江
戸
文
芸
・

演
芸
に
関
す
る
教
養
に
他
な
ら
な
い
。

　

小
波
の
次
男
で
あ
る
巌
谷
栄
二
は
、
小
波
お
伽
噺
と
江
戸
文
学
の
関
係

に
つ
い
て
、「
江
戸
文
学
の
特
色
と
し
て
の
、
物
語
の
筋
立
て
や
、
趣
向

の
巧
緻
、
奇
抜
さ
、
洒
落
や
う
が
ち
、
機
智
、
お
か
し
み
、
そ
う
し
た
も

の
を
、
小
波
の
お
伽
噺
は
よ
く
う
け
つ
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、

小
波
お
伽
に
占
め
る
江
戸
文
学
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る
23
。

　

ま
た
、
小
波
が
主
宰
す
る
文
学
サ
ロ
ン
・
木
曜
会
で
学
ん
だ
永
井
荷
風

も
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、「
先
生
の
少
年
物
は
現
代
の
後
進
作
家
が

濫
作
す
る
童
話
と
は
全
く
類
を
異
に
し
た
も
の
で
、
其
文
学
も
其
構
想
も

両ふ
た

つ
な
が
ら
江
戸
時
代
の
文
学
か
ら
伝
統
を
引
い
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ

ま
す
。（
中
略
）
先
生
が
江
戸
時
代
の
和
漢
の
文
学
に
つ
い
て
造
詣
の
深

か
つ
た
事
が
思
ひ
合
さ
れ
ま
す
」（「
小
波
先
生
と
少
年
文
学
」『
南
柯
』

一
九
三
三
年
一
〇
月
）
と
記
し
、
江
戸
文
学
─
小
波
お
伽
の
文
学
的
継
承

性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

書
家
・
貴
族
院
議
員
の
巌
谷
一
六
の
子
と
し
て
、
東
京
で
生
ま
れ
育
っ

た
小
波
に
は
、
元
々
世
間
の
平
均
を
遥
か
に
上
回
る
文
化
資
本
の
蓄
積
が
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『
日
本
昔
噺
』
叢
書
に
序
文
・
歌
謡
を
寄
せ
た
執
筆
者
の
顔
触
れ
は
、

表
１
の
通
り
で
あ
る
。
小
波
の
弟
子
で
、
博
文
館
の
編
集
者
を
務
め
た
経

歴
を
持
つ
木
村
小
舟
は
、「「
日
本
昔
噺
」
の
特
色
の
一
は
、
各
篇
毎
に
そ

の
執
筆
者
を
異
に
し
て
、
著
名
の
学
者
、
文
人
、
教
育
家
等
、
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
名
士
に
嘱
し
て
、
讃
文
と
唱
歌
と
を
求
め
、
賑
〻
し
く
巻
頭
を
飾

り
立
て
た
こ
と
」（『
改
訂

増
補

少
年
文
学
史　

明
治
篇
』
上
巻
、
童
話
春
秋
社
、

一
九
四
九
年
二
月
、
三
四
八
頁
）
に
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
確
か
に
本

書
に
お
け
る
序
文
・
歌
謡
執
筆
者
の
陣
容
は
、
豪
華
極
ま
り
な
い
。

　

で
は
、
序
文
・
歌
謡
で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な

文
体
で
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
序
文
だ
が
、
こ
こ
で
は
擬
古

文
・
漢
文
訓
読
体
・
候
文
等
の
文
語
文
で
、
同
書
の
販
促
に
資
す
る
よ
う

な
推
薦
の
辞
を
贈
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
尾
崎
紅
葉
の

序
文
を
見
て
み
よ
う
。

紛
々
た
る
世
上
の
小
説
、
千
篇
一
律
男
女
の
痴
情
を
説
き
、
万
巻
同

調
社
会
の
罪
悪
を
写
し
、
叨

み
だ
り
に
六
著
を
動
か
し
て
、
荐

し
き
り
に
七
情
を
驚

か
さ
む
と
す
。
独

ひ
と
り

漣
山
人
が
少
年
文
学
の
著
作
に
対
す
れ
ば
、
富
士

玲
瓏
と
し
て
三
国
涼
く
、
春
風
駘
蕩
し
て
百
花
香
し
。
人

ひ
と

如も
し

俗
慮
を

洗
は
む
と
せ
ば
、
山
中
に
水
を
飲
み
て
仙
書
を
読
む
を
須も

ち

ゐ
ず
、
明

窓
の
下
飴
を
含
み
て
此
篇
を
繙
く
べ
し
。

尾
崎
紅
葉
「
序
」（
第
二
編
「
玉
の
井
」）

　

こ
こ
で
紅
葉
は
、
紅
葉
ら
し
い
流
麗
な
美
文
で
、
小
波
の
文
学
的
才
能

を
称
賛
し
て
い
る
。
小
波
の
少
年
文
学
に
は
、
世
俗
の
雑
念
を
洗
い
落
と

す
清
涼
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
節
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、
紅
葉
と
小
波
は
硯
友
社
の
社
友
で
あ
り
、
無
二
の
同
志
で
あ
っ
た
。

　

無
論
、
こ
の
よ
う
な
賛
辞
は
、
紅
葉
に
限
ら
な
い
。
徳
富
蘇
峰
や
依
田

学
海
と
い
っ
た
、
当
代
一
流
の
文
学
者
・
知
識
人
も
、
小
波
の
文
才
を
褒

め
称
え
て
い
る
。
蘇
峰
は
記
す
。「
余
は
漣
山
人
の
文
を
愛
読
す
る
一
人

な
り
。
君
が
文
を
展
読
す
る
毎
に
、
未
だ
嘗
て
静
穏
な
る
和
楽
を
感
ぜ
ず

ん
ば
あ
ら
ず
。
余
窃ひ
そ
かに
云
ふ
、
君
が
筆
端
に
は
春
風
吹
き
つ
ゝ
あ
り
と
」。

続
く
文
章
で
、
蘇
峰
は
小
波
を
、
紅
葉
・
露
伴
に
次
ぐ
、
明
治
文
壇
の
逸

材
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

　

学
海
の
序
文
は
や
や
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
序
は

文
語
文
で
書
か
れ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
漢
学
者
で
あ
る
学
海
の
場
合
は

全
文
、
堂
々
た
る
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
25
。
曰
く
、「
巌
谷
小
波
者
。
吾

老
友
古
梅
季
子
也
。
過
二
弱
冠
一
文
才
圧
二
倒
老
輩
一
。
顧
謙
抑
不
レ
誇
。
質

実
無
レ
飾
。
其
著
故
為
二
痴
騃
語
一
。
以
誘
二
掖
童
生
一
」（
巌
谷
小
波
は
吾
が

老
友
古
梅
の
季
子
な
り
。
弱
冠
を
過
ぎ
文
才
老
輩
を
圧
倒
す
。
顧お

も

う
に
謙

抑
誇
ら
ず
、
質
実
飾
る
無
し
。
其
著
故

こ
と
さ
らに

痴ち

騃が
いの

語
を
為
し
、
以
て
童

生
を
誘

ゆ
う

掖え
きす
）。
本
文
中
の
「
老
友
古
梅
」
と
は
、
小
波
の
父
・
一
六
の
こ

と
。
末
っ
子
の
小
波
は
、
ま
だ
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
輩
者
な
が
ら
、
そ

の
文
才
に
お
い
て
、
既
に
老
人
た
ち
を
圧
倒
し
て
い
る
と
称
賛
し
て
い
る
。
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か
く
し
て
、
本
叢
書
の
序
文
は
、
擬
古
文
・
漢
文
訓
読
体
・
候
文
等
の

文
語
文
で
書
か
れ
た
も
の
が
大
半
だ
が
、
一
部
に
、
漢
文
・
漢
詩
・
口
語

文
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
序
文
の
内
容
と
し
て
は
、
小
波
の
文
学
的
才

能
を
誉
め
立
て
た
も
の
が
多
い
が
、
小
波
と
の
個
人
的
思
い
出
を
回
顧
し

た
文
章
や
、
小
波
に
は
触
れ
ず
、
昔
話
の
教
育
上
の
意
義
を
説
い
た
文
章

も
散
見
さ
れ
る
。

　

次
は
歌
謡
で
あ
る
。
歌
謡
の
文
体
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
、
七
五
調
の
文
語

定
型
詩
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
本
居
豊と

よ

穎か
い

の
歌
を
見
て
み
よ
う
。
本
居

は
、
本
居
宣
長
の
曾
孫
に
あ
た
る
人
物
で
、
大
正
天
皇
の
侍
講
を
務
め
た

こ
と
も
あ
る
国
学
者
で
あ
る
。

人
を
な
や
ま
す　

わ
ざ
は
ひ
は
／
我
身
に
か
へ
る　

世
の
道
理
／

火
う
ち
ぶ
く
ろ
の　

む
か
ひ
火
に
／
焼
津
の
あ
だ
も　

ほ
ろ
び
け

ん
／
お
の
れ
が
あ
な
の　

つ
ち
船
に
／
し
づ
む
狸
も　

お
も
ひ
し

れ
／
恩
に
む
く
い
し　

ふ
る
事
は
／
神
代
に
も
聞
く　

白
う
さ
ぎ

　

本
居
豊
穎
「
か
ち
〳
〵
山
の
草
子
を
見
て
」

（
第
九
編
「
か
ち
〳
〵
山
」）

　

本
居
の
歌
は
、
悪
狸
が
兎
に
罰
せ
ら
れ
る
「
か
ち
〳
〵
山
」
の
物
語
内

容
を
、
端
的
に
要
約
し
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。
傍
線
部
か
ら
は
、
若
干
の

教
訓
性
（
勧
善
懲
悪
・
因
果
応
報
）
も
付
与
さ
れ
て
い
る
点
が
、
認
め
ら

れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
本
叢
書
の
歌
謡
で
は
、
本
編
の
物
語
内
容
が
、
七

五
調
の
文
語
詩
に
よ
っ
て
、
独
自
に
詩
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
26
。

　

と
こ
ろ
で
、
尾
崎
紅
葉
・
徳
富
蘇
峰
以
下
、
こ
れ
ま
で
引
用
し
て
き
た

人
々
の
顔
触
れ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
序
文
・
歌
謡
の
執
筆
者
に
は
、

社
会
的
な
名
士
が
多
い
。
紅
葉
や
蘇
峰
は
、
今
日
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
ビ
ッ
ク
ネ
ー
ム
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
当
時
の
有
力
者
が
こ

ぞ
っ
て
名
を
連
ね
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、（
東
京
）

帝
国
大
学
教
授
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
明
治
女
学
校
校
長
・
帝
国

学
士
院
会
員
・
衆
議
院
議
員
・
貴
族
院
議
員
・
皇
族
の
御
進
講
役
・
子
爵

（
お
よ
び
そ
の
妻
や
母
）
と
い
っ
た
肩
書
き
を
持
つ

─
あ
る
い
は
後
に

持
つ
こ
と
に
な
る

─
人
物
た
ち
で
あ
る
。
各
界
の
権
威
が
こ
ぞ
っ
て

寄
せ
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
何
故
、
こ
の
よ
う
な
社エ

ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

会
的
成
功
者
た
ち
が
、
序
文
・
歌
謡

の
書
き
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
、
上

流
階
級
の
子
弟
で
あ
る
小
波
自
身
の
交
友
関
係
の
広
さ
・
豊
か
さ
と
い
う

要
因
が
あ
る
だ
ろ
う
27
。
要
は
、
寄
稿
を
頼
め
る
偉
い
友
人
・
知
己
が
周

り
に
た
く
さ
ん
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
が
、
お
そ
ら
く
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
こ
こ
に
は
、『
日
本
昔
噺
』
叢
書
の
版
元
で
あ
る
博
文
館
の
広
報

戦
略
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
。
博
文
館
は
、
一
八
八
七
年
に
創
業
さ
れ
た
新
興
の

出
版
社
で
あ
る
。
大
橋
佐
平
・
新
太
郎
親
子
の
辣
腕
に
よ
っ
て
、
明
治
中
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期
に
は
「
博
文
館
王
国
」
と
い
う
異
名
を
取
る
ほ
ど
の
大
出
版
社
へ
と
拡

大
を
遂
げ
た
28
。
同
社
を
代
表
す
る
看
板
雑
誌
に
、
一
八
九
五
年
に
創
刊

さ
れ
た
『
太
陽
』
が
あ
る
が
、
こ
の
『
太
陽
』
の
編
集
方
針
と
『
日
本
昔

噺
』
叢
書
の
そ
れ
は
、
極
め
て
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
編
集
方
針
と
は
、「
一
流
大
家
主
義
」（
鈴
木
貞
美
）
で
あ
る
。
鈴

木
は
『
太
陽
』
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
、「
世
論
や
習
慣
を
ど
こ
か
に
導

く
よ
う
な
姿
勢
を
も
た
な
い
こ
と
、〈
専
門
諸
大
家
の
力
を
集
め
〉
る
こ

と
、〈
当
代
第
一
流
の
諸
名
家
の
み
〉
に
誌
面
を
提
供
す
る
こ
と
だ
け
を

エ
デ
ィ
タ
ー
・
シ
ッ
プ
に
す
る
こ
と
、
ま
さ
に
、
そ
れ
に
徹
し
た
が
ゆ
え

に
、『
太
陽
』
は
群
を
抜
い
た
巨
大
雑
誌
た
り
え
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
」

と
述
べ
29
、
同
誌
の
編
集
ス
タ
イ
ル
の
中
核
に
は
、
各
分
野
の
著
名
人
の

積
極
的
・
無
差
別
的
な
起
用

─
「
一
流
大
家
主
義
」

─
が
あ
っ
た

由
、
指
摘
し
て
い
る
。

　

確
か
に
博
文
館
の
社
史
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
同
社
が
飛
躍
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
人
気
雑
誌
『
日
本
大
家
論
集
』（
一
八
八
七
年
六
月
〜
九

四
年
一
二
月
）
は
、
他
社
の
雑
誌
か
ら
、
一
流
大
家
の
論
説
・
講
演
等
を

集
め
、
無
断
で
転
載
し
た
パ
ク
リ
雑
誌

0

0

0

0

0

（
当
時
の
法
律
上
は
合
法
）
で

あ
っ
た
。
外
部
の
権
威
の
活
用
は
、
博
文
館
の
得
意
芸
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
て
み
れ
ば
、『
日
本
昔
噺
』
叢
書
に
お
け
る
序
文
・
歌
謡
執
筆
者
の

人
選
も
ま
た
、
か
か
る
外
部
権
威
の
活
用
＝「
一
流
大
家
主
義
」
に
拠
っ

て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
実
際
、
本
書
に
関
す
る
当
時
の
新
聞
広
告

に
は
、
本
編
の
紹
介
と
並
ん
で
、「
○
○
先
生
（
君
）
序
文
」「
○
○
先
生

（
君
）
唱
歌
」
と
い
っ
た
文
字
が
躍
っ
て
い
た
（
図
９
）。
本
書
が
好
調
な

売
れ
行
き
を
示
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
作
品
そ
れ
自
体
の
魅
力
に
も
よ
る

が
、
各
界
の
社エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

会
的
成
功
者
が
、
そ
の
権
威
に
よ
っ
て
、
書
籍
（
商
品
）

の
品
質
保
証
を
し
て
い
た
と
い
う
側
面
も
大
き
い
。

　

巌
谷
小
波
『
日
本
昔
噺
』
叢
書
の
成
功
は
、
小
波
の
実
力
の
み
な
ら
ず
、

著
名
人
の
名
前
を
使
っ
た
博
文
館
の
巧
み
な
広
報
戦
略
に
よ
っ
て
、
支
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
明
治
の
児
童
文
学
史
に
屹
立
す
る
再
話
集
で
あ
る

『
日
本
昔
噺
』
叢
書
（
博
文
館
、
一
八
九
四
年
七
月
〜
九
六
年
八
月
）
に

関
す
る
分
析
を
、
日
清
戦
争
下
の
巌
谷
小
波
の
事
績
・
文
業
に
着
目
し
つ

つ
、
行
っ
た
。
本
叢
書
は
、
児
童
文
学
（
研
究
）
史
上
、
極
め
て
著
名
な

書
物
だ
が
、
そ
の
物
語
内
容
、
文
体
・
挿
絵
の
特
色
を
、
人
間
・
小
波
と

の
相
関
に
お
い
て
、
包
括
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
管
見
の
限
り
、

こ
れ
ま
で
見
当
た
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

検
証
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
小
波
が
、
明
治

国
家
初
の
対
外
戦
争
で
あ
る
日
清
戦
争
に
際
し
、
明
治
人
ら
し
い
愛
国
の

念
を
発
露
さ
せ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
江
戸
期
の
狂
歌
や
俳
諧
を
始
め
と
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す
る
江
戸
文
芸
・
演
芸
に
関
し
て
、
豊
か
な
教
養
を
有
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
（
一
節
）。
そ
し
て
、
か
か
る
愛
国
心
と
江
戸
的
教
養
は
、
本
叢
書

の
物
語
内
容
、
文
体
・
表
現
と
密
接
な
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。

　

す
な
わ
ち
、
本
書
の
物
語
に
は
、
物
語
を
貫
流
す
る
三
つ
の
規
範

─
勧
善
懲
悪
・
立
身
出
世
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

─
が
内
在
す
る
の

だ
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
明
治
の
近
代
日
本
が
国
民
に
求
め
た
規
範
・

道
義
心
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
愛
国
者
・
小
波
は
、
こ
の
国
民
道
徳
の
宣

布
を
通
し
て
、
児
童
を
国
家
有
為
の
人
材
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
し
て
い

た
と
判
断
で
き
る
（
二
節
）。

　

ま
た
本
書
に
は
、
右
記
の
規
範
と
並
ん
で
、
文
章
・
挿
絵
に
施
さ
れ
た

三
つ
の
遊
戯

─
洒
落
・
講
談
調
・
擬
人
画

─
が
存
在
す
る
の
だ
が
、

滑
稽
や
文
体
の
リ
ズ
ム
を
重
ん
じ
る
、
こ
の
笑
い
の
セ
ン
ス
は
、
小
波
の

江
戸
文
芸
・
演
芸
に
関
す
る
深
い
教
養
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
小

波
の
巧
み
な
機
知
が
、
本
書
を
し
て
、
単
な
る
説
教
臭
い
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ッ
シ
ュ
な
教
本
と
堕
す
こ
と
か
ら
救
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
三
節
）。

　

つ
ま
り
、『
日
本
昔
噺
』
叢
書
に
は
、
明
治
日
本
の
正
義

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
、
江
戸
的
機
知

0

0

0

0

0

と
い
う
ユ
ー
モ
ア
が
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で

配
合
さ
れ
て
い
た
。
道
徳
的
・
政
治
的
な
教
訓
性
と
馬
鹿
馬
鹿
し
い
笑
い

が
、
混
然
一
体
と
な
っ
て
同
居
し
て
い
た
。
文
人
・
巌
谷
小
波
の
思
想
や

教
養
に
根
差
し
た
、
こ
の
秀
逸
な
ブ
レ
ン
ド
が
、
本
叢
書
の
魅
力
の
源
泉

に
な
っ
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

図 9　発売当時の新聞広告（『東京朝日新聞』1894 年 12 月 12 日）。序文・歌謡執筆者の
名が「先生」として掲げられている。
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た
だ
し
、
本
叢
書
の
商
業
的
な
成
功
は
、
作
品
の
質
の
み
に
起
因
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
各
編
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
序
文
と
歌
謡
は
、
い
ず
れ

も
当
代
一
流
の
名
士
の
手
に
成
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
社エ

ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

会
的
成
功
者

に
よ
る
寄
稿
は
、
本
書
の
品
質
証
明
と
な
り
、
そ
の
売
り
上
げ
拡
大
を
強

力
に
後
押
し
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
外
部
権
威
の
積
極
的
活
用
の

背
景
に
は
、
版
元
で
あ
る
博
文
館
の
編
集
方
針
＝「
一
流
大
家
主
義
」（
鈴

木
貞
美
）
が
あ
っ
た
と
言
え
る
（
四
節
）。

　

巌
谷
小
波
『
日
本
昔
噺
』
叢
書
は
、
小
波
の
作
家
と
し
て
の
実
力
の
み

な
ら
ず
、
名
士
・
大
家
の
権
威
を
駆
使
し
た
博
文
館
の
巧
み
な
広
報
戦
略

に
よ
っ
て
、
部
数
を
伸
ば
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
１	

木
村
小
舟
『
改
訂

増
補

少
年
文
学
史　

明
治
篇
』
上
巻
（
童
話
春
秋
社
、
一
九
四
九
年

二
月
）
三
四
二
頁
参
照
。

２	

続
橋
達
雄
「
叢
書
「
日
本
昔
噺
」
の
序
に
つ
い
て
」（『
安
田
学
園
研
究
紀
要
』

一
九
七
一
年
三
月
）、
滑
川
道
夫
「「
日
本
昔
噺
」
解
説
」（『
複
製
版　

日
本
昔

噺
』
別
冊
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
）、
上
田
信
道
「
解
説
」（『
日
本

昔
噺
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）、
同
「
巌
谷
小
波
「
日
本
昔
噺
」
叢
書
の

書
誌
的
研
究
」（『
学
大
国
文
』
二
〇
〇
二
年
三
月
）。

３	

藤
本
芳
則
『〈
小
波
お
伽
〉
の
輪
郭　

巌
谷
小
波
の
児
童
文
学
』（
双
文
社
出
版
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）。

４	

久
米
依
子
「
巌
谷
小
波
『
日
本
昔
噺
』
の
近
代
性　

国
民
国
家
時
代
と
昔
話
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」（『
文
学
研
究
』
二
〇
〇
四
年
四
月
）。

５	

谷
本
由
美
「
明
治
期
児
童
向
け
古
事
記
「
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ
」
の
は
じ
ま

り　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
「
ち
り
め
ん
本
」
か
ら
巌
谷
小
波
「
日
本
昔
噺
」
へ
」

（『
同
志
社
女
子
大
学
生
活
科
学
』
二
〇
一
二
年
二
月
）。

６	

小
波
に
対
す
る
好
意
的
な
同
時
代
評
は
、
こ
の
他
、
抱
一
庵
主
人
「『
太
陽
』
既

載
の
六
小
説
」（『
国
民
之
友
』
一
八
九
五
年
四
月
）、
無
署
名
「
新
刊　
『
日
本

昔
噺
』
第
八
、
十
、
十
一
編
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
八
九
五
年
八
月
）、
歯
月
生

「
合
財
袋　

す
み
れ
日
記
」（『
万
朝
報
』
一
八
九
五
年
八
月
二
〇
日
）、
無
署
名

「
彙
報　

文
壇
消
息
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
八
九
六
年
七
月
）、
鷗
村
子
「
幼
年

文
学
と
漣
山
人
」（『
女
学
雑
誌
』
一
八
九
六
年
一
〇
月
）
等
が
あ
る
。
た
だ
し
、

八
面
楼
主
人
「
批
評　

漣
山
人
作
『
春
色
二
本
柳
』」（『
国
民
之
友
』
一
八
九
六

年
一
月
）
の
よ
う
に
、
否
定
的
な
評
価
も
一
部
に
は
あ
っ
た
。

７	

な
お
、
本
漢
詩
の
訓
読
は
、
小
波
が
付
し
た
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
参
考
に
し

て
、
筆
者
が
訓
じ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
大
君
親
征
」
に
は
、
も
と
も
と

送
り
仮
名
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

８	

こ
の
他
、
小
波
の
愛
国
心
が
流
露
し
て
い
る
日
清
戦
争
期
の
随
想
・
紀
行
文
に
、

「
松
華
庵
歓
迎
会　

澱
江
捕
鯉
記
」（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
〇
月
一
九
〜

二
一
日
）、「
遅
蒔
広
島
種
」（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
一
月
二
九
日
〜
一

二
月
一
日
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
日
清
戦
争
地
獄
聞
書
」（『
幼
年
雑
誌
』
一
八
九

四
年
一
一
月
一
五
日
）、「
日
の
丸
」（『
少
年
世
界
』
一
八
九
五
年
一
月
一
日
）、
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「
降
参
龍
」（『
少
年
世
界
』
一
八
九
五
年
三
月
一
・
一
五
日
）、「
白
旗
よ
わ
い

や
」（『
少
年
世
界
』
一
八
九
五
年
五
月
一
日
）
と
い
っ
た
お
伽
噺
も
あ
る
。

９	

桑
原
三
郎
監
修
『
巌
谷
小
波
日
記
［
自
明
治
二
十
年

至
明
治
二
十
七
年

］
翻
刻
と
研
究
』（
慶
應
義
塾
大

学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
三
月
）
参
照
。

10	

猪
狩
友
一
・
木
村
八
重
子
・
竹
田
修
他
「
巌
谷
小
波
日
記　

翻
刻
と
注
釈　

明

治
二
十
八
年
」（『
白
百
合
女
子
大
学
児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
』

二
〇
〇
〇
年
三
月
）
参
照
。

11	「
桃
山
観
梅
記
」（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
四
年
二
月
二
二
・
二
三
日
）、「
保
津
川

を
下
る
」（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
四
年
六
月
二
日
）、「
小
金
井
観
桜
の
栞
」

（『
文
芸
倶
楽
部
』
一
八
九
五
年
三
月
）、「
雑
録　

納
涼
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
一

八
九
五
年
七
月
）、「
静
屋
川
命
名
記
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
一
八
九
五
年
九
月
）、

「
対
月
獨
語
」（『
太
陽
』
一
八
九
五
年
一
〇
月
五
日
）、「
俳
諧
舶
来
品
（
二
）」

（『
読
売
新
聞
』
一
八
九
五
年
一
〇
月
一
四
日
）、「
清
風
名
月
」（『
文
芸
倶
楽
部
』

一
八
九
六
年
九
月
）、「
寸
鉄
寸
評
」（『
太
陽
』
一
八
九
六
年
一
〇
月
五
日
〜
一

二
月
五
日
）、「
楽
天
居
記
」（『
秋
の
声
』
一
八
九
六
年
一
一
月
）
等
。

12	

小
波
と
為
永
春
水
の
類
似
を
指
摘
し
た
同
時
代
評
に
は
、
田
岡
嶺
雲
「『
焼
火

箸
』」（『
青
年
文
』
一
八
九
五
年
九
月
）、
敬
々
生
「
漫
録　

文
界
予
言
」（『
文

庫
』
一
八
九
五
年
一
一
月
）、
Ｔ
Ｇ
「
新
刊　
『
春
色
二
本
柳
』」（『
早
稲
田
文

学
』
一
八
九
六
年
一
月
）
が
あ
る
。

13	

藤
本
芳
則
「
創
作
児
童
文
学
の
出
発
」（
鳥
越
信
編
『
は
じ
め
て
学
ぶ
日
本
児
童

文
学
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
も
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て

い
る
。

14	

注
４
と
同
じ
。

15	

菅
忠
道
『
日
本
の
児
童
文
学　

増
補
改
訂
版
』（
大
月
書
店
、
一
九
六
六
年
五

月
）
四
八
頁
。

16	

滑
川
道
夫
『
桃
太
郎
像
の
変
容
』（
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
三
月
）、
鳥
越
信

『
桃
太
郎
の
運
命
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
三
年
五
月
）
参
照
。

17	

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
露
は
、
こ
の
他
、
付
録
の
「
大
和
玉
椎
」
や
「
駄
法
螺
」

に
顕
著
で
あ
る
。

18	

巻
頭
の
無
署
名
論
説
「
明
治
廿
八
年
を
迎
ふ
」（
一
八
九
五
年
一
月
一
日
）、「
第

二
の
維
新
」（
同
一
月
一
五
日
）、「
日
本
男
児
」（
同
三
月
一
日
）、「
帝
国
萬
歳
」

（
同
五
月
一
日
）
等
参
照
。
な
お
、
こ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
勝
尾
金
弥

『
巌
谷
小
波　

お
伽
作
家
へ
の
道
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
一

一
月
）
が
詳
し
い
。

19	

巌
谷
小
波
『
桃
太
郎
主
義
の
教
育
』（
東
亜
堂
書
房
、
一
九
一
五
年
二
月
）
参
照
。

20	

注
２
の
滑
川
論
参
照
。
な
お
、
講
談
調
の
文
体
に
関
し
て
は
、
無
署
名
「
新
刊　

『
日
本
昔
噺
』（
第
一
編
）」（『
早
稲
田
文
学
』
一
八
九
四
年
七
月
）
の
よ
う
な
否

定
的
な
評
価
も
同
時
代
上
に
は
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
全
二
四
編

の
後
半
に
入
る
と
、
こ
の
文
体
は
徐
々
に
影
を
潜
め
、
言
文
一
致
へ
近
付
い
て

い
く
。

21	

注
９
と
同
じ
。

22	

注
３
と
同
じ
。
二
六
〇
頁
。
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23	
巌
谷
栄
二
「
明
治
の
お
伽
噺　

小
波
の
少
年
文
学
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九

五
三
年
一
〇
月
）。
な
お
、
続
橋
達
雄
「
巌
谷
小
波
」（『
講
座
日
本
児
童
文
学
』

第
六
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
九
月
）
も
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

24	

注
２
の
続
橋
論
は
、
本
叢
書
の
序
文
を
単
独
で
取
り
扱
っ
た
数
少
な
い
論
考
だ

が
、
序
の
本
文
紹
介
が
主
で
、
そ
の
文
体
・
内
容
・
役
割
等
に
関
し
て
は
、
あ

ま
り
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

25	

な
お
、
学
海
の
序
文
は
、
組
版
で
活
字
化
さ
れ
た
も
の
に
加
え
て
、
筆
書
き
の

自
筆
原
稿
も
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

26	

歌
謡
は
基
本
的
に
、
文
字
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
唯
一
の
例
外
と
し
て
、

雅
楽
家
・
奥
好よ
し

義い
さ

の
歌
に
は
、
楽
譜
も
付
さ
れ
て
い
る
。

27	

小
波
は
、
父
・
一
六
の
気
質
を
受
け
継
ぎ
、
抜
群
の
社
交
性
を
有
し
て
い
た
と

い
う
。
注
23
の
巌
谷
栄
二
の
論
の
他
、
伊
狩
章
「
小
波
日
記
と
木
曜
会
」（『
明

治
文
学
全
集
』
第
二
〇
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
七
月
）
参
照
。

28	

浅
岡
邦
雄
「
明
治
期
博
文
館
の
主
要
雑
誌
発
行
部
数
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編

『
明
治
の
出
版
文
化
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）、「
大
橋
新
太
郎

─

「
博
文
館
王
国
」
を
築
い
た
出
版
人
」（
土
屋
礼
子
編
『
近
代
日
本
メ
デ
ィ
ア
人

物
誌　

創
始
者
・
経
営
者
編
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
参
照
。

29	

鈴
木
貞
美
「
明
治
期
『
太
陽
』
の
沿
革
、
お
よ
び
位
置
」（
同
編
『
雑
誌
『
太

陽
』
と
国
民
文
化
の
形
成
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
七
月
）。
こ
の
他
、
鈴

木
正
節
も
、『
太
陽
』
の
執
筆
者
に
は
、
各
界
の
一
流
名
士
が
こ
ぞ
っ
て
迎
え
ら

れ
て
い
た
由
、『
博
文
館
『
太
陽
』
の
研
究
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七

九
年
五
月
、
九
頁
）
で
指
摘
し
て
い
る
。

※
『
日
本
昔
噺
』
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
の
引
用
は
、
上
田
信
道
校
訂
『
日
本
昔
噺
』

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）
よ
り
、
挿
絵
・
表
紙
絵
の
引
用
は
、『
複
製
版　

日
本
昔
噺
』
全
四
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
）
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
ル
ビ
を
適
宜
省
略
し
た
。

※
本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
三
九
回
研
究
発
表
大
会
（
京
都
女
子
大
学
、
二
〇

一
九
年
七
月
七
日
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
当
日
、
会
場
内
外
で

貴
重
な
ご
意
見
を
下
さ
っ
た
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

※
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号
：19J10024

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
）


